
２００７年 望洋荘便り ４５頁 

 

  
 
 
 
 

「
望
洋
荘
」
開
設
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

皆
様
か
ら
の
御
支
援
、
御
指
導
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
望
洋
荘
」
開
設
五
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会 

理
事
長 

 

須
田 

 

滉 

  

「
望
洋
荘
」
開
設
四
年
過
ぎ
て
、
入
居
者
様
の
生
活
も
軌
道
に
乗
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ユ
ニ
ッ
ト
（
薄
磯
、
勿
来
、
四
倉
、
豊
間
、
永
崎
）、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
塩
屋
崎
）
に

て
も
職
員
が
献
身
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
今
年
は
百
二
歳
の
山
際
様
、
百
歳

の
本
導
様
の
お
二
方
が
健
在
に
て
他
の
方
達
の
生
き
る
目
標
と
、
そ
こ
ま
で
お
世
話
で

き
た
職
員
の
実
績
と
誇
り
が
見
受
け
ら
れ
、
頼
も
し
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

れ
も
多
く
の
方
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
住
民
の
後
方
支
援
に
よ
る
も
の
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
「
望
洋
荘
便
り
」
も
施
設
内
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
翼
を
担
え
れ
ば

と
発
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立

ち
上
げ
て
い
ま
す
。
ご
覧
の
上
ご
指
導
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
に
、
こ
の
一

年
間
の
「
望
洋
荘
便
り
」
の
巻
頭
言
の
タ
イ
ト
ル
を
列
挙
し
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
も

私
共
職
員
の
理
念
を
些
か
な
り
と
も
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
誠
に
幸
い
で
す
。 

（
三
七
号
）「
望
洋
荘
」
開
設
４
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て 

（
三
八
号
）
介
護
と
看
護
の
連
携
を
図
る
に
は 

 
 
 
 
 
 

―
「
人
を
み
る
」
と
い
う
目
的
は
同
じ
で
し
ょ
う
― 

（
三
九
号
）
本
当
の
「
や
さ
し
さ
」
を
求
め
て 

（
四
〇
号
）
在
宅
医
療
と
は 

（
四
一
号
）
在
宅
に
お
け
る
医
療
・
介
護
の
提
供
と
は 

（
四
二
号
）
心
を
受
容
す
る
対
話 

（
四
三
号
）
脈
を
診
る
だ
け
で
わ
か
る
こ
と 

（
四
四
号
）
昔
も
今
も
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
親
子
関
係 

 
 
 
 
 
 

―
祖
父
母
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
― 

（
四
五
号
）
良
医
、
名
医
、
た
だ
の
医
者 

（
四
六
号
）
敬
老
の
日
に
寄
せ
て 

 
 
 
 
 
 

―
伸
び
ゆ
く
平
均
寿
命
の
中
で
― 

（
四
七
号
）
一
日
一
回
積
み
重
ね
て
出
来
る
危
機
管
理 

（
四
八
号
）
望
洋
荘
で
の
二
人
目
「
百
歳
バ
ン
ザ
イ
」 
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十
二
月
二
十
三
日
（
日
）
午
前
と
午
後
に
分
け
て
ク
リ
ス

マ
ス
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
入
居
者
様
に
よ
る

歌
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
な
ど
…
余
興
を
楽
し
ま
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
家
族
会
様
よ
り
、
入
居
者
全
員
に
ア
ル
バ
ム
の

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
望
洋
荘

で
の
思
い
出
の
写
真
を
ア
ル
バ
ム
に
納
め
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
年
は
、
ご
家
族
様
も
多
く
参
加
さ
れ
、
入
居

者
様
に
は
元
気
な
ご
家
族
の
顔
が
一
番
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ

レ
ゼ
ン
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

                 

                            

   

十
二
月
四
日
（
火
）
豊
間
保
育
園
の
園
児
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
、
お
遊
戯
会
を
行
い
ま
し
た
。
小
雪
が
舞
い
降
る
寒
い

日
で
し
た
が
、
舞
台
衣
装
を
身
に
纏
い
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に

飛
ん
だ
り
、
跳
ね
た
り
、
か
わ
い
い
踊
り
を
御
披
露
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
入
居
者
全
員
に
折
り
紙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

ま
で
い
た
だ
き
大
感
激
で
し
た
。
豊
間
保
育
園
さ
ん
の
慰
問

も
今
年
で
、
三
年
目
を
迎
え
毎
年
多
く
の
方
々
が
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
入
居
者
、
職
員
一
同
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

                  

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
全
ユ
ニ
ッ
ト
合
同 

「
豊
間
保
育
園
」
園
児
の
み
な
さ
ん
来
荘 
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理
事
長
が
医
院
開
業
よ
り
三
十
年
間
、
年
二
回
患
者
さ

ん
等
に
宛
て
た
『
暑
中
見
舞
葉
書
（
一
口
健
康
メ
モ
）』
と

『
年
賀
葉
書
（
現
代
の
養
生
訓
）
』
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 

【
一
口
健
康
メ
モ
】 

  昭
和
五
七
年 

盛 

夏  

健
康
を
守
る
七
ヶ
条 

 

朝
ご
は
ん
を
き
ち
ん
と
食
べ
る 

 

間
食
し
な
い 

 

節
酒
、
禁
酒
す
る 

 

タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い 

 

規
則
的
に
運
動
す
る 

 

適
度
な
体
重
を
保
つ 

 

毎
日
七
～
八
時
間
の
睡
眠
を
と
る 

 

平
成
十
三
年 

盛 

夏 

乳
癌
を
早
期
に
発
見
し
ま
し
ょ
う 

 

乳
癌(

乳
房
の
し
こ
り)

を
早
期
に
発
見
す
る
た
め

に
、
わ
が
国
で
は
、
乳
が
ん
検
診
を
視
・
触
診
で
施

行
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
よ
り
早
期
の
乳
癌
発

見
の
た
め
に
、
画
像
診
断
、
特
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
の
導
入
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
有
吉
佐
和

子
著
の｢

華
岡
青
洲
の
妻｣

に
も
書
か
れ
て
い
る
よ
う

に
悪
性
腫
瘍
で
あ
る
乳
癌
は
、
昔
か
ら
現
在
に
至
っ

て
も
女
性
の
悩
み
の
種
で
あ
り
ま
す
。 

―
須
田
医
院
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。
特
に
五
十
歳
を
超
さ
れ
た
女
性
は
二
年
に
一

回
は
、
こ
の
検
査
を
受
け
る
事
を
、
お
勧
め
し
ま
す
― 

    

平
成
十
年 

盛 

夏  

作
物
も
料
理
も
心
で
作
る 

手
間
ひ
ま
か
け
、
愛
情
を
こ
め
て
作
っ
た
作
物
は
、

実
り
も
よ
く
味
も
よ
い
。
料
理
も
同
じ
。
お
い
し
い

も
の
を
食
べ
て
い
た
だ
こ
う
と
念
じ
な
が
ら
作
っ
た

料
理
は
喜
ん
で
食
べ
て
も
ら
え
、
最
高
の
栄
養
と
な

り
ま
す
。
家
庭
の
中
も
な
ご
や
か
に
な
り
健
康
に
も

良
い
の
で
す
。 

健
康
維
持
に
食
生
活
へ
の
関
心
を
高
め
ま
し
ょ
う
。 

     

昭
和
六
三
年 

盛 

夏  

脳
卒
中
・
心
臓
病
を
防
ぐ
暮
ら
し 

日
本
人
に
一
番
多
い
の
は
、
循
環
器
系
の
病
気
で

｢

動
脈
硬
化｣
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
防

ぐ
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
血
圧
を
管
理
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。  

三
度
も
心
臓
発
作
を
繰
り
返
し
た
米
国
の
元
大
統

領
の
主
治
医
ホ
ワ
イ
ト
博
士
は
、｢

太
り
過
ぎ
る
な
、

た
ば
こ
を
吸
う
な
、
歩
け
歩
け
、
そ
し
て
歩
け｣

と
言

っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
だ
ん
だ
ん
心
臓
病
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
博
士
の
指
摘
す
る
三
つ
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
心
臓
を
は
じ
め
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る

成
人
病
の
予
防
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。 

   

 

平
成
六
年 

盛 

夏  

 

笑
い
は
人
の
薬 

 

ほ
ど
よ
く
笑
う
こ
と
は
体
の
た
め
に
よ
い
。
笑
い
は

心
が
ゆ
っ
た
り
し
て
、
健
康
に
よ
い
の
は
当
然
だ
。

笑
う
と
、
へ
そ
の
あ
た
り
に
あ
る
太
陽
神
叢
が
刺
激

さ
れ
て
、
消
化
液
の
分
泌
が
う
な
が
さ
れ
ま
す
。 

―
笑
う
門
に
は
福
来
る
と
い
い
ま
す
。 

笑
い
は
家
庭
円
満
。
― 

     

昭
和
六
一
年 

盛 

夏  

 

高
血
圧
治
療
は
あ
な
た
が
主
役 

 

軽
症
の
高
血
圧
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
治
療
に
よ
っ
て

血
圧
が
正
常
な
状
態
に
保
た
れ
て
い
て
も
、
治
療
を

中
断
す
る
と
血
圧
は
上
昇
し
て
き
て
い
ま
す
。
高
血

圧
治
療
は
、｢

血
圧
を
適
切
な
レ
ベ
ル
で
、
長
期
間
に

わ
た
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
つ
づ
け
る｣

こ
と
が
最

も
大
切
で
す
。
い
か
に
し
て
長
期
間
治
療
を
つ
づ
け

て
い
く
か
。
そ
れ
に
は
、
患
者
さ
ん
自
身
が
積
極
的

に
治
療
に
参
加
し
、｢

自
分
で
治
す｣

と
い
う
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

●

高
血
圧
の
予
防
に
は
、
ま
ず
〝
塩
分
の
制
限
〟
と

〝
肥
満
の
防
止
〟 

○
食
塩
を
と
り
過
ぎ
な
い 

○
カ
ロ
リ
ー
を
ひ
か
え
め
に
す
る 

○
適
度
な
運
動
を
す
る 

『
一
口
健
康
メ
モ
』＆
『
現
代
の
養
生
訓
』の
紹
介 

③ 
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十
二
月
十
五
日
（
土
）
午
後
十
二
時
よ
り
四
倉
ユ
ニ
ッ
ト

に
て｢

忘
年
会｣
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
年
末
の
御
多
忙

の
時
期
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
ご
家
族
様
に
も
参
加
い

た
だ
き
、
一
緒
に
食
事
を
し
た
り
、
歌
を
唄
っ
た
り
、
ご

家
族
様
同
士
お
話
を
さ
れ
た
り
、
楽
し
い
忘
年
会
で
し
た
。

豚
汁
や
肉
じ
ゃ
が
は
、
当
日
の
朝
か
ら
、
入
居
者
様
や
ご

家
族
様
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
調
理
い
た
し
ま
し
た
。
皆

様
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                   

   

各
ユ
ニ
ッ
ト
に
、
入
居
者
様
ご
と
に
望
洋
荘
で
の
暮
ら
し
を

納
め
た｢

想
い
出
の
ア
ル
バ
ム｣

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ

れ
で
も
自
由
に
見
る
事
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
時
間
が
あ
れ

ば
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
入
居
者
様
が｢

望
洋
荘｣

で
こ
ん
な
事

を
し
て
い
る
の
だ
と
か
、
こ
ん
な
顔
を
す
る
時
が
あ
る
の
だ

と
か
、
友
達
と
こ
ん
な
事
し
て
い
る
の
だ
と
か
、
今
ま
で
分

か
ら
な
か
っ
た
事
を
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
！ 

ユ
ニ
ッ
ト
毎
に
設
置
場
所
が
違
い
ま
す
の
で
、
左
記
で
ご

案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

【
永
崎
ユ
ニ
ッ
ト
】 

正
面
入
口
よ
り
、
真
直
ぐ
進
み
突
き
当
た
り
の
金
魚
鉢

の
隣
に
あ
り
ま
す
。 

【
四
倉
ユ
ニ
ッ
ト
】 

正
面
入
口
よ
り
、
真
直
ぐ
進
み
突
き
当
た
り
の
オ
ル
ガ

ン
の
隣
に
あ
り
ま
す
。 

【
勿
来
ユ
ニ
ッ
ト
】 

正
面
入
口
手
前(

中
に
入
ら
ず)

の
左
側
の
窓
の
下
に
あ

り
ま
す
。 

【
薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト
】 

正
面
入
口
手
前(

中
に
入
ら
ず)

の
左
側
の
窓
の
下
に
あ

り
ま
す
。 

【
豊
間
ユ
ニ
ッ
ト
】 

正
面
入
口
よ
り
、
少
し
進
み
右
側
キ
ッ
チ
ン
の
戸
棚
に

あ
り
ま
す
。 

※ 

設
置
場
所
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
見
当

ら
な
い
時
は
ス
タ
ッ
フ
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

  

一
月
二
日
（
水
）
午
前
十
時
三
〇
分
～ 

八
剣
神
社 

 
 
 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト
「
初
詣
」 

一
月
六
日
（
日
）
午
前
十
一
時
～ 

 
 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト
「
新
年
会
」 

一
月
十
九
日
（
土
）
午
後
十
二
時
～ 

 
 
 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト
「「
新
年
会
」 

一
月
二
四
日
（
木
）
午
前
十
時
～ 

 
 

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
」
キ
ャ
プ
テ
ン
船
水 

 

【
一
月
の
お
誕
生
会
予
定
】 

一
月
一
〇
日
生
ま
れ
一
月
六
日
（
日
）
午
前
十
一
時
～ 

 
 

勿
来 

赤
間 

千
代
様
（
八
九
歳
）
誕
生
会 

一
月
十
三
日
（
日
）
お
買
い
物
に
出
掛
け
ま
す
。 

 
 

薄
磯 

杉
浦
マ
ツ
子
様
（
八
七
歳
） 

一
月
十
六
日
（
水
）
午
前
十
時
～ 

 
 

薄
磯 

渡
邊 

茂
男
様
（
七
七
歳
）
誕
生
会 

一
月
十
八
日
（
金
）
午
後
三
時
～ 

 
 
 

四
倉 

秋
山
マ
サ
コ
様
（
八
五
歳
）
誕
生
会 

一
月
二
三
日
生
ま
れ
一
月
六
日
（
日
）
午
前
十
一
時
～ 

 
 

勿
来 

竹
内
シ
ゲ
子
様
（
八
〇
歳
）
誕
生
会 

 

一
月
二
七
日
（
日
）
午
前
十
時
～ 

 
 
 

豊
間 

小
林 

と
み
様
（
八
三
歳
）
誕
生
会 

一
月
二
八
日
生
ま
れ
一
月
二
七
日
（
日
）
午
前
十
時
～ 

 
 
 

豊
間 

斉
藤 

市
子
様
（
八
五
歳
）
誕
生
会 

  
 

 

 

     

「
想
い
出
の
ア
ル
バ
ム
」
の
設
置 

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

 
 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

一
月
の
行
事
予
定 
「
忘
年
会
」
四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 


